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今年も「はるかのひまわり」の種まきが生徒の有志とPTA役員の
みなさんで行われました。 

 

  
「はるかのひまわり絆プロジェクト」の活動理念は、「はるかの
ひまわり」を育て、採取した種を配布する過程で由来を伝え、災害
の悲惨さと共に命の尊さを再考する機会とする事で、「人の尊厳」

と「人との関わりの大切さ」を
知る感性豊かな地域社会を醸成
する事を目的としています。 
この活動理念の中に由来とい
う記述があります。この由来とは、平成7年1月17日午前5時46分、
兵庫県南部に発生した阪神・淡路大震災での出来事です。当時小
学校６年生の加藤はるかさんがガレキの下から遺体で発見されま
した。そして震災から半年後、その場所には無数のひまわりの花
が、力強く、太陽に向って咲いていました。はるかさんのお母さ
んはひまわりを見て、「娘がひまわりとなって帰ってきた」と涙し、
近所の人たちは、この花を「はるかのひまわり」と呼ぶようにな
りました。 
みなさんが学ぶ「ものづくり」

は、ひとつひとつの材料を加工し、組み合わせ、エネルギーやプログラ
ムを与え、さらに人が関わることで、単なる材料があたかも命を宿して
いるようなシステムに仕上がることです。これは「はるかのひまわり」
で学ぶ関わりの大切さと、命をつなぐ運動に共通するものです。 
今、世界が注視しているウクライナの国花もひまわりです。ウクライ
ナの国旗は上半分が空をイメージした青色です。下半分はひまわりのよ
うな黄色ですが、これは麦が豊かに実ることをイメージしています。 
ひまわりを通じ、日常の平和と命の尊さを改めて感じます。 
                     校長 松川 明義 
 
 

米工 HP 

６月27日(月)～7月 1日(金)：期末考査 
７月   1日(金)：求人票受付開始、頭髪服装指導 

機械製図検定二次 

 Makers 

【行事予定】

https://www.torikyo.ed.jp/yonagoko-h/

